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[1] f(x)と aおよび nを以下のように与えるとき，テイラーの定理を用いて f(x)

を x − aの n次多項式で近似せよ．

(1) f(x) = sin x, a = 1, n = 7 （ただし sin 1 = α, cos 1 = β として答えよ．）

(2) f(x) =
√

1 + x, a = 0, nは任意

[2] 次の関数の１階偏導関数を全て求めよ．

(1) x3 − 3xy + y3 (2) sin

(
x

y

)
+ sin(xy) (3) xy − yx

[3] f(x, y)と (a, b)を以下のように与えるとき，曲面 z = f(x, y)の (a, b, f(a, b)) に
おける接平面を求めよ．

(1) f(x, y) = x4 + 2xy2, (a, b) = (1, 2)

(2) f(x, y) = sin(x + 2y), (a, b) =
(π

6
,

π

12

)
[4] f = f(x, y)はC2-級とする．z = f(x, y), x = r cos θ, y = r sin θ とする．

(1) zの r, θに関する１階の偏導関数を，zの x, yに関する１階偏導関数，および
x, yを用いて表せ．

(2) zの r, θに関する２階の偏導関数を，zの x, yに関する１階，２階の偏導関数，
および x, yを用いて表せ．

[5] ２変数のC2-級関数 f = f(x, y)が ∂xxf = ∂yyf を満たすための必要十分条件を
求めよ．（ただし ∂xyf = 0 ⇔ f(x, y) = g(x) + h(y)は証明せずに用いて良い．）

[6] (1)「２変数関数 f(x, y)が (a, b)で連続である」ことの定義を ε− δ論法を用い
て正確に書け．

以下，f(x, y)を次のように定める：

f(x, y) =


xy

sin(
√

x2 + y2)
(x, y) 6= (0, 0),

0 (x, y) = (0, 0).

(2) x = r cos θ，y = r sin θとする．(x, y) 6= (0, 0)のとき，f を rと θで書け．

(3) f(x, y)は (0, 0)で連続であることを示せ．
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